
 

 

 

 

 

 

連日すっきりとしないお天気が続いていますが、学校の廊下には色とりどりの

短冊や七夕飾りが揺れ、パッと明るい雰囲気に包まれています。 

6月は中体連の大会や定期テストなど、生徒にとってこれまでの成果を試す大

きな行事が続きました。それぞれの目標に向かってひたむきに取り組む姿や、お

互いに支え合い一歩ずつ成長していく様子が見られた 1ヶ月となりました。 

 

 

 3年生にとって中学校部活動の集大成となる

「中体連東信大会」が開催されました。校舎の

階段には、努力を後押しする「えがお」「勝

利」「仲間」のメッセージが掲げられ、後輩や

教職員が見守る中での出発となりました。生徒

は一中の代表として、仲間と共に積み重ねてき

た練習の成果を最後まであきらめずに発揮してくれました。 

大会前、ある 3年生は緊張を口にしつつも、4人の後輩が作ってくれた手作りの「千羽鶴」を

手に、「本当に感謝しきれないほどありがたい」と語り、コートに向かいました。試合では、お

互いに声を掛け合いながら、最後まで粘り強くボールを追い続ける姿が見られました。 

大会後、ある生徒は「目標の県大会には届かず引退になり悔しいけれど、約 2年間この部活が

できてよかった」と振り返っていました。 

結果の悔しさを受け止めながらも、これまでの活動を前向きにとらえる言葉に、日々の充実ぶ

りが表れていました。全力で打ち込んできたからこそ得られた経験は、結果に関わらず、仲間と

共に力を尽くした大切な歩みです。 

上位大会へ進む皆さんは、東信地区の代表として次の舞台でも全力を尽くしてほしいと思いま

す。ここで引退となる 3年生は、部活動で培った力をこれからの学校生活や進路に向けて活かし

ていけるよう願っています。 

 

 

部活動の熱気冷めやらぬ中、二日間にわたり定期・復習テストが実施されました。直前の「質

問タイム」では、わからない問題をそのままにせず、先生や友だちに積極的に質問して課題へ粘

り強く向き合う姿が教室のあちこちで見られました。 

テストに向かう姿にも各学年の成長が見られました。3年生は受験生としての自覚から勉強へ

の姿勢が大きく向上し、当日は最高学年らしい集中力を見せてくれました。2年生も自分の課題
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に一生懸命向き合い、1年生も中学校での「自立

した学習」に向けて確かな一歩を踏み出すなど、

それぞれが頼もしく成長しています。 

テストは終わった後の「ここからの行動」が本

当に大切です。点数に一喜一憂するのではなく、

間違えた問題と向き合い、原因を確かめて解き直

す。この地道な一歩がこれからの伸びを左右しま

す。学校としても、復習の大切さを引き続き丁寧

に指導・支援してまいります。 

 

 

 

 

上田市には、第三中学校と丸子中学校に通級指導教室

（学習や生活上の工夫、人間関係のつくり方などを学ぶ

教室）があります。そして本年度、一中にも木曜日に

「サテライト教室」が開設されています。 

この教室では、生徒一人ひとりに合わせて、学習の進

め方や生活習慣、よりよい人間関係の築き方などを学ん

でいます。詳しい内容を知りたい方は、学級担任までお

気軽にご連絡ください。 

 

 

 

本校では、誰もが安心してのびのびと過ごせる環境づくりに取り組んでおります。目が行き届

かない部分や、子どもたちの小さなサインを見落としてしまうことがないよう、日頃から一人ひ

とりの様子をより丁寧に見守り、声を聴くことに努めてまいります。 

万が一、ご心配なことや「いつもと違うな」と感じる体調面・行動面での変化がございました

ら、お気軽に学校までご連絡ください。なお、生徒には次のような相談窓口があることも伝え、

心配事などを一人で抱えないよう指導しております。 

 

 

子どもたちの安心・安全を第一に、ご家庭や地域の皆さんと協働して歩んでまいりたいと思い

ます。今月もよろしくお願いいたします。 

学校ホームページ http://www.school.umic.jp/ueda1/ 

誰もが安心できる学校づくりに向けて 

 

お知らせ～通級指導教室はじまりました～ 

 

24時間子ども SOSダイヤル（長野県教育委員会） 

電話：0120-0-78310（24時間受付） 


